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株主のみなさまへ
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源を最大限に活かし、事業機会をしっかり捉えていきた

いと考えております。

さらに、企業価値を継続して高めていくという点では、

収益のみならず、「良き企業市民」として社会から評価

される存在でなければならないと考えております。その

ため、当社は平成16年７月にコンプライアンス委員会を

発足させました。法令、社会のルールを遵守していくこ

とは勿論のこと、製品品質の向上、環境問題への取り組

み等、グループ会社と一丸となって社会的責任を誠実に

果たしてまいります。

株主の皆様におかれましては、なにとぞ今後とも、倍

旧のご支援とお引き立てを賜りますようお願い申しあげ

ます。

平成16年12月

代表取締役社長　

株主のみなさまにおかれましては、平素より当社の事

業運営に格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。こ

こに当社第98期中間期（平成16年４月１日から平成16年

９月30日まで）のご報告をさせていただきます。

当中間期のわが国経済は、民間設備投資や輸出の増加

が続く中、個人所得も持ち直すなど、着実な回復が見ら

れました。このような状況のもと日本軽金属グループは、

「中期経営計画（平成14年度～平成18年度）」に沿って事

業基盤のさらなる強化に努める一方、徹底したコスト削

減、製品価格の是正等により、収益の強化を図りました。

この結果、当中間期の売上高、経常利益および中間純

利益は、連結・単体とも、期初見通しを上回る業績を収

めることができました。

しかしながら、未だ日本軽金属グループは事業構造改

革の途上にあり、財務体質強化の課題に取り組んでおり

ますことや、原油高など先行き懸念材料も多いことから、

中間配当金につきましては、これを見送ることとさせて

いただきました。株主のみなさまには誠に申し訳なく存

じますが、ご了承を賜りますようお願い申しあげます。

本年度は中期経営計画の中間の年に当たります。中期

経営計画に基づき、事業構造の変革に努め、各般にわた

る施策を実行し、強い収益構造への質的転換が進捗する

とともに、成長分野への積極的な資源投入により、輸送、

電子分野を中心に事業を拡大してまいりました。

これまでに到達した収益レベル、財務体質は未だ十分

なものとは言えず、さらなる飛躍のためには事業構造の

再構築、プロダクト・ミックスの高度化、業務プロセス

の改善などを強力に推進する必要があります。また、私

どもといたしましては、今後も市場ならびに競争状況の

変化を踏まえながら、グループ内に蓄積してきた経営資
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■ 売上高・営業利益

売上高は、アルミナ・化成品、板・

押出製品部門が増収を牽引し、前年同

期比144億26百万円増の2,715億39百万

円となりました。営業利益は、販売単

価の上昇効果もあり、前年同期比29億

25百万円増の146億40百万円となりま

した。
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（単位:百万円）
■経常利益・中間純利益

経常利益は、連結調整勘定償却額が

約12億円減少したにもかかわらず、前

年同期比26億33百万円増の100億4百万

円となりました。中間純利益は、減損

損失21億60百万円の計上などがあった

ものの、前年同期比４億円増の51億21

百万円となりました。
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科目 平成16年 平成15年 増　減 平成16年
9月中間期 9月中間期 （△は減少） 3月期

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

受取利息

連結調整勘定償却額

持分法による投資利益

その他の営業外収益

営業外費用

支払利息

持分法による投資損失

過年度退職給付費用

その他の営業外費用

経常利益

特別利益

固定資産売却益

投資有価証券売却益

特別損失

減損損失

投資有価証券評価損

税金等調整前中間（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

少数株主利益

中間（当期）純利益年 同 期 琶

少数株主利益

中 関 主 薬 法人ﾋ受 益







日本軽金属㈱は、平成16年9月に「2004環境報告書」を、

10月に「ファクトブック2004」をそれぞれ発行いたしました。

「2004環境報告書」は、2003年の第1回報告書の対象範

囲の事業所に新日軽㈱、東洋アルミニウム㈱、日本フルハ

ーフ㈱、日軽物流㈱の4社を加えたほか、「オゾン層破壊防

止への取り組み」「環境教育」「環境リスク管理」「事故・

緊急対応」「物流における取り組み」などの項目を追加し、

さらなる充実を図っております。

一方、「ファクトブック2004」は、投資家の皆様の当社

に対する理解促進を図るため、当社として初めて作成しま

した。国内外の投資家のために和英併記とし、4つの事業

セグメント毎に主要製品、原材料、工場名、競合先やトピ

ックスを記載したほか、過去10年分以上の主要財務データ

やマーケットデータを記載。製品の製造プロセスをチャー

NLMグループ・トピックス
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